
１．はじめに

２００４年６月，長崎県佐世保市において，小

学校６年生の女児が同級生の女児によって殺

害された。そしてこの９月１５日，事件の審判

が下され，加害女児は児童自立支援施設への

入所が決定し，送致された。

審判の決定骨子は，次の３点である。①対

人関係や社会性・共感性の発達が未熟であ

る。怒りなどの不快感情については，それを

回避するか，相手を攻撃するかと言う両極端

な対処行動しかできない特性を持つが，精神

病性の障害と診断されるにいたらない。②会

話でのコミュニケーションが不器用な女児に

とって，交換ノートやインターネットが唯一

安心して自己を表現し，存在感を確認できる

「居場所」になっていた。③被害者の命を奪っ

たことの重大性や遺族の悲しみを実感できな

い。女児の家庭にはこうした女児の資質上の

問題を解消できるだけの機能が備わっていな

い，であった。

報道によると，女児は幼いときから１人で

遊ぶことが多く，家庭では育てやすい子，手

の掛からない子と見られていて，親は積極的

に関わることをしてこなかったと言われる。

このような凶悪な犯罪を犯すと思われなかっ

た児童について，精神鑑定まで行い，慎重に

分析がすすめられたようである。今日の子ど

もたちの様々な問題に対し，複雑な要因や条

件を丁寧にあげて，子育てやその環境を見直

さなくてはいけないのであろう。

そこで本研究は，第Ⅰ報に続き，思春期の

心性に関する研究を行い，思春期に当たる子

どもたちの心のあり方について分析を試み

た。昨今よく言われる「良い子が危ない」と

か，「親の期待に応えようとして過剰適応し

ている」のように，親の期待は子どもの負担

となり，悪影響を与える悪玉とみなされるこ

とがたびたび見られるようになってきた。し

かし親の期待は，子どもの肯定感を育て，好

ましい行動の動機にもなるものである。

そこで本研究では，親の期待が子どもの行

動にどのように影響を与えているのかを明ら

かにし，どのような期待の仕方をするのがよ
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いのかを見いだすことを目的とする。

２．方 法

（１）調査日及び調査場所

平成１５年７月上旬～下旬に，愛知県Ｍ中学

校及びＨ小学校に調査を依頼し，協力を得た。

（２）被調査者

被調査者は表１の通りであり，そのうち回

収したものはＭ中学校２年生２２２人，Ｈ小学

校５年生６０人，６年生３７人の計３１９人である。

（３）調査の手続き

授業時間の一部を使い，担任により質問調

査票を配布，その場で回答させ回収した。

（４）調査内容

調査内容は，学年，性別などのプロフィー

ルと現在の精神状況，学校生活，相談相手，

家族との関係についての全１７項目である。

質問１には小問３０問があり，「いつも」

「時々ある」「ない」の３件法で回答するよう

にした。また，質問２から質問１７までは選択

肢をあげ，その中から選ぶように指示した。

（５）結果の処理法

結果の処理は，解析ソフト SPSS８．５を用

いて統計的処理を行った。

３．結果と考察

（１）親の期待度による子どもの不安の感じ

方について

「あなたは親に期待されていると思います

か」という質問に対して，「はい」「いいえ」

「どちらともいえない」の３件から１つ選択

してもらった。それと，その他の各質問との

クロス集計を行い，χ２検定を行った結果，５％

以上の有意な差が認められたものについて考

察する。

図１は，親の期待度別にみた不安の感じ方

についてであり，１％水準で有意な差が認め

られた。

図１より，親に期待されているかいないか

どちらとも言えない群（以後，中間群）では

小学５年生 小学６年生 中学２年生 合 計

被調査者 １２５（２４．７） １１０（２１．７） ２７１（５３．６）５０６（１００．０）

回 収 数 ６０（１８．８） ３７（１１．６） ２２２（６９．６）３１９（１００．０）

表１ 被調査者数

人（％）

図１ 親の期待度別にみた不安感
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「いつも」不安になると答えたものが４７．７％

で最も低く，その次に低いのが親に期待され

ていると感じている群（以後，期待群）で

５１．９％，期待されていないと感じている群（以

後，非期待群）は５８．７％である。つまり親に

期待されていない非期待群が最も日常的に不

安を自覚している。

また，不安になることが「ない」と答える

ものでは期待群９．９％，非期待群８．０％，中間

群０．６％であり，非期待群は不安を強く感じ

るもしくは不安を感じないの二極化する傾向

があると考えられる。

不安を「いつも」「時々」感じるを足すと，

期待群９０．２％，非期待群９２％，中間群９９．３％

であり，親の期待を時々感じている中間群が

最も不安と親和的であり，何となく親の期待

を感じることは，はっきりと親の期待を感じ

ない者と比べて必ずしも好ましいとは言えな

い。むしろ，中間群は，親の期待を否定的に

捉えていると思われる。

（２）親の期待度による子どもの生活のゆと

りの感じ方について

図２は，親の期待度別にみた生活のゆとり

の感じ方について表したものである。「とて

も忙しい」と「結構忙しい」を足した値が最

も高いのは期待群６１．７％であり，非期待群

４１．３％，中間群３８．０％と２０ポイント以上の差

が見られる。また，「暇である」と答えたも

のは非期待群に最も多く１０．７％であり，続い

て中間群９．０％である。それに対し期待群は

２．５％で，親に期待されていると感じている

者の方が，日常生活を多忙に過ごし，親に期

待されていないと感じている者及び時々期待

されていると感じている者は生活に張りがな

く，暇を持て余している様子が窺われる。そ

して，親に期待されていない群と期待を時々

感じる群の生活のゆとりの感じ方が似てお

り，ゆとりがあるということは，すなわち何

もすることがないという非充実感とつなっ

がっている場合もあると思われる。

（３）親の期待度別にみた勉強の得手・不得

手感について

図３は「勉強は得意ですか」という質問に

対しての回答を，親の期待度別にみたもので

ある。勉強を得意と思っている回答「得意」

と「やや得意」の回答を足した値を見てみる

図２ 親の期待度別にみた生活のゆとり感
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と，期待群２９．６％，中間群１２．９％，非期待群

９．３％であった。

一方，勉強を「苦手」と感じている者は期

待群１２．３％，非期待群２０％，中間群２１．３％で

ある。また「わからない」と回答した者を見

ると，非期待群３３．３％，中間群２２．６％，期待

群９．９％であり，親に期待されていない者は，

勉強に興味・関心が向かいにくく，回答が曖

昧になるのではないだろうか。この結果より，

親に期待されていると感じている方が，勉強

に自信を持っている傾向が高く，ときどき親

に期待されていると感じる者は，勉強につい

て３群のうちで最も苦手感を持っていること

がわかる。

また親に期待されていないと感じている子

どもは，勉強に対しても興味・関心が希薄な

のではないかと考えられる。

（４）親の期待度別にみた学校生活の満足度

について

図４は，「学校生活に満足していますか」と

いう質問に対しての回答を，親の期待度別に

みたものである。図４より，「満足している」

と答えた者は，期待群２５．９％，非期待群

２１．３％，中間群１２．９％であり，親に期待され

ている者は，学校生活を楽しんでいる者が多

図３ 親の期待度別にみた勉強の得手感

図４ 親の期待度別にみた学校生活の満足度
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い。また「満足している」と「やや満足して

いる」を足した値を見ると，最も高い群は期

待群の７４％，続いて中間群の７２．３％，最も低

いのが非期待群で６０％である。親に期待され

ている者は，学校生活をより楽しんでおり，４

人中３人は学校生活に満足していることがわ

かった。一方非期待群のうち５人に２人は学

校生活に不満足であり，親に期待されている

という感じ方の影響は，子どもの生活全般に

認められる。

（５）親の期待度別にみた友達の量について

図５は「あなたには友達がいますか」とい

う質問に対し，「たくさんいる」「ふつう」「少

しいる」「いない」で１つ選んでもらった結

果を親の期待度別にみたものである。この結

果より，「たくさんいる」と答えた者は，期

待群６１．７％，非期待群４０％，中間群３７．４％で

あり，親に期待されていると感じている者は，

友達が多いと感じている傾向が高い。それに

比べて中間群は「普通」と答える者が多

く，５６．８％の半数以上の者が曖昧な回答をし

ている。

期待群ははっきりと友だちがいると言明

し，関係が良好であることを伺わせる。しか

し，中間群は友だちが沢山いると言明する者

が期待群の約半分で，これは他者への関心や

関係が期待群に比べると希薄であったり，友

だちであると言い切る自信がないためとも考

えられる。

（６）親の期待度別にみた家族との話す度合

いについて

図６は，「あなたは家族とよく話をします

か」という質問への回答結果を，親の期待度

別にみたものである。

家族と「よく話をする」と答えた者は，期

待群では７５．３％，中間群５９．４％，非期待群

４６．７％であった。親に期待されていると感じ

ている子どもは，家族と日頃よく会話をして

おり，中間群，非期待群に比べると約２０～３０

ポイント高いことが認められる。また，家族

との会話を「よくする」と「時々する」の値

を足したものを見ると，期待群９１．３％，中間

群９１．０％，非期待群は８１．４％で，期待群と中

間群の結果に差が見られず，非期待群に比べ

ると家族との会話が豊かな傾向がある。しか

し，その会話の内容によって，「期待されて

いる」と感じるのか，「時々感じる」のかの

違いが生じているのではないだろうか。

図５ 親の期待度別にみた友達の量
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また，家族との会話を「あまりしない」と

「全然しない」の値を足したものをみると，非

期待群は１８．７％，中間群９．０％，期待群８．６％

であり，家族に期待されてないと感じる者は，

家族との会話のなさが，期待されているもの

に比べて２倍となっている。

家族に期待されていないと感じるものは，

家族と疎遠になりがちで，一層疎外感や非期

待感を増強させていくことになると思われ

る。

４．要 約

本研究は，第Ⅰ報に続き思春期の心性に関

する研究を行い，思春期にあたる子どもたち

の心のあり方について考察した。昨今よく言

われる「良い子が危ない」とか「親の期待に

応えようとして過剰適応している」などの表

現に見られるように，親の期待は子どもに負

担になり悪影響を与える悪玉と見なされるこ

とがたびたびあるようになってきた。しかし

親の期待は，子どもの肯定感を育て，好まし

い行動の動機にもなるものである。

そこで本研究では，親の期待が子どもの行

動にどのように影響を与えているのかを明ら

かにし，どのような期待の仕方をするのがよ

いのかを見いだすことを目的として調査を

行った。

調査対象は愛知県の小中学生で，有効回答

数は３１９人であった。調査結果を集計した結

果，次のことが明らかになった。

①親に期待されていない非期待群が最も日常

的に不安を自覚し，不安を強く感じる，もし

くは不安を感じないの二極化する傾向があっ

た。

②親の期待を時々感じている中間群が最も不

安を感じている。

③親に期待されていると感じている者は，日

常生活を多忙に過ごし，親に期待されていな

いと感じている者及び時々期待されていると

感じている者は生活に張りがなく，暇を持て

余していると思われた。

④親に期待されていると感じている者は，勉

強に自信を持っている傾向が高く，時々親に

期待されていると感じる者は，勉強について

３群のうちで最も苦手感を持っていることが

わかった。また親に期待されていないと感じ

ている子どもは，勉強に対しても興味・関心

が薄いと思われた。

図６ 親の期待度別にみた家族との話す度合い
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⑤親に期待されていると感じている者は，学

校生活をより楽しんでいることがわかった。

⑥期待群は，はっきりと友だちがいると言明

し，友人関係が良好であると思われた。しか

し，中間群は友だちが沢山いると言明する者

が期待群の約半分で，これは他者への関心や

関係が期待群に比べると希薄であったり，友

だちであると言い切る自信がないためとも考

えられた。

⑦期待群と中間群の結果に差が見られず，期

待群及び中間群は非期待群に比べると家族と

の会話が豊かな傾向がある。しかし，その会

話の内容によって，「期待されている」と感

じるのか，「時々感じる」のかの違いが生じ

ていると思われた。

⑧家族に期待されていないと感じるものは，

家族と疎遠になりがちで，一層疎外感や非期

待感を増強させていくことになると思われ

た。

⑨親に期待されているか否かという感じ方の

影響は，子どもの勉強・友人関係・日常生活

など生活全般に認められた。

以上をまとめると，家族に期待されると言

う確固とした感じ方は，子どもの生活全般に

張りを与え，自身の肯定感を育てていると思

われた。また，時々期待されていると感じて

いる者は，非期待群と同じような結果が見ら

れることが多く，生活全般にわたる不全感を

感じていると思われる。しかし，家族の期待

を感じる場面である家族との会話の量につい

て，期待群と中間群はほとんど差が見られず，

よく会話がなされている。つまり，期待され

ているか時々期待されているかの違いを生じ

させるのは，会話の量ではなく会話の質が問

題になると思われる。期待群の親からの期待

の内容は肯定的に受けとめられるものが多

く，中間群への期待は負担となり，現在の自

分を否定するものと感じられるものになって

いるのではないだろうか。

本研究をまとめるにあたり，資料を提供し

て下さった卒業生金子礼さんに深く感謝いた

します。
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